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昭和 13 年（1938 年）12 月 25 日発行 
第 23 号 A5 版 総ページ 156 ページ 
縦書き 一段または二段組み 
＜ 主な内容 ＞ ( 数字はページ数 ) 
＊会長挨拶 学校長挨拶(6)  
＊恩師寄稿・会員寄稿(18) 
＊会員談話室(13) ＊弔慰(13) 
＊会員集会(8) ＊通告(2) 
＊各支部消息(37)＊会務会計報告(2) 
＊雑録(8) ＊編集後記(1) 
 
子どもの絵が表紙になったのは、23 号 1 冊だ

けである。「絵が好きでままごとの合間にゑが

いて、無邪気な自分を表現している子供があり

ます。聞けば就学もしてゐないそうです。然も

相当の芸術味を出していますので、拝借して表

紙絵と致しました」と編集後記に書かれている。 
 

 
この 23 号も、戦時下の発行で、内容的に当時の世相が反

映されている。 
「聖戦はやくも一年有半。忠勇無比なる我が皇軍将士は、

海に陸に空に壮烈果敢な戦闘をつづけ連戦連勝次々に抗日

の牙城をくずし、(中略) 今や厖大なる支那を如何ように処

理するも我が日本の胸三寸にある」という文で会長の挨拶

が始まっている。 
また、「この歴史的一大転機に際し、国民教育の重任にあ

る友松会員諸賢。この歴史的民族的大使命を自覚し、第一

線にある皇軍将士の緊張にも優る心意気をもて、日々の教

育に精励し、教育報国の一念に徹せられんことを望む」 
と書かれている。 
 

「友松」の変遷 



昭和 13 年 11 月 19 日、昭和 11 年から昭和 13
年までの物故者 74 名の慰霊祭が執り行われた記

事である。 
この号には、物故者にたいする追悼の辞が 6 編

載せられている。元会長の小泉作三氏(昭和4年卒)
が書いた文は長文のもので、「在天の須田君、取り

急いで君の思出を書いた乱文を許して呉れ」と書

いている。 
いずれの追悼文も、亡き友への思い出や功績を

書いており、友松会会員の絆の深さが読み取れる。 
ある校長は、 

「ひとはよし おもいやむとも たまかづら 

かげにみえつつ わすらえぬかも」 
と、古の歌をそえて書いている。 

 
左の文は、友松 22 号から始まった《会員談話

室》の一文で「支那大陸に一歩を印して」とい

う題で坪田英俊氏が書いている。 
「今夏命に依り、北支満鮮並びの教育並に産

業状況を視察した」で書き出し、商船で神戸を

出港し大連に行き、支那大陸を旅している。文

中「日本語を朝鮮、満州、支那等の国語とすべ

き事は当然過ぎる程当然の事で・・・」と書い

ていることは、当時の国策によるものだが注目

すべき国情である。 
昭和 13 年当時の会員は、4,000 人を突破した

と談話室の文に書いてある。ある会員は、「武州

の二州は天下に敵すと称へられし鎌倉武士の血

を受けた我等は、此の先祖の熱意を受け継いで

教育道に精進しようではありませんか」と会員を鼓舞している。 
 


